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奈良県と東京都におけるクサイチゴハケフシの初記録 

First records of galls of Rubus hirsutus formed by Phyllocoptes sp. in Nara 

prefecture and Tokyo 

 クサイチゴハケフシはキイチゴハモグリダニ Phyllocoptes carilubi Keifer, 1938 ある

いはその近縁種によりクサイチゴ Rubus hirsutus Thunb. の葉に形成されたと考えら

れる虫こぶ（虫えい）で（徳田他，2015）、かねてからインターネット上で報告されて

いたが、徳田ら（2015）によって初めて文献上で佐賀県から報告され、新称提唱された。

正式に新称提唱される以前に同名を称した ISSN のない雑誌に記された神奈川県の記録

（大浦，2014）があるものの、その後文献上の記録はないものと思われる。 

 筆者は奈良県と東京都で同虫こぶを確認しているので、ここに報告する。 

 

多数の虫こぶ, 奈良県奈良市中町近畿大学奈良キャンパス, 10. I. 2013, 筆者撮影（図 3）. 

多数の虫こぶ, 東京都都渋谷区代々木神園町代々木公園, 22.III.2020, 筆者撮影（図 4）. 

 

 虫こぶは注目度が低いためか、専門家以外による文献上の報告は少なく、インターネ

ット上で確認された報告についても貴重だと思われるので、ここでまとめておく。 
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インターネットで確認され

た同虫こぶのデータ 

⚫ 群馬県(撮影日不明 , K. 

Koizumi) (Koizumi, 2021

閲覧) 

⚫ 東京都杉並区久我山玉

川 上 水 ( 撮 影 日 不 明 , 

hiro1803) （hiro1803，2015

投稿） 

⚫ 東京都目黒区林試の森

公 園 (2010.11.13., フッカ

ーS) （フッカーS，2015 投

稿） 

⚫ 東京都調布市深大寺元

町神代植物公園(2012.06.10., wombat) (wombat，2020 最終更新） 

⚫ 東京都立川市南地域(2019.12.07., 中野琢磨) （立川市環境対策課・ムシムシ探検隊・

立川，2021 閲覧） 

⚫ 神奈川県愛川町県立あいかわ公園(撮影日不明, 県立あいかわ公園) （県立あいかわ

公園, 2020 投稿） 

⚫ 兵庫県尼崎市椎堂猪名川

自 然 林 (2019.11.7., 自 然

と文化の森協会) （自然と

文化の森協会，2019 投稿） 

⚫ 山口県美祢市秋芳町秋吉

秋吉台(2015.01.18., 平家

蟹) （平家蟹，2015 投稿） 

⚫ 地点不明(撮影日不明, ク

ラマ) （クラマ，2015 投

稿） 

 

 これらの記録から少なくと

図 3 奈良県のクサイチゴハケフシ 

図 4 東京都のクサイチゴハケフシ 
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も本州関東～中部地方、九州には分布すると思われ、クサイチゴ自体が普通種であるこ

とから、かなり広い地域でみられる可能性が高い。 

 同虫こぶは徳田ら（2015）で報告されるまで、少なくともインターネット上ではナガ

バモミジイチゴ Rubus palmatus Thunb. var. palmatus に寄生したキイチゴハモグリダ

ニによって形成されるキイチゴハケフシと同一視する認識が広まっていた。キイチゴハ

モグリダニは北米では Rubus vitifolius Cham. & Schltdl. の葉下面の徘徊者として確認

されており（Keifer, 1938）、Huang(1971)は R. vitifolius に寄生するハモグリダニとナ

ガバモミジイチゴに寄生するハモグリダニを同じキイチゴハモグリダニとした上で、加

害のされ方の違いの要因は今後の研究に委ねるとしている。また、台湾でもオオバライ

チゴ  Rubus croceacanthus H.Lév. 葉下面の徘徊者として確認されている（Huang  & 

Wang, 2009）。その他に国内ではナワシロイチゴ、クマイチゴ、バライチゴにも種不明

なフシダニによる虫こぶ（ナワシロイチゴハケフシ、クマイチゴハクボミケフシ、バラ

イチゴハコブケフシ）の形成が確認されている（湯川・桝田，1996）。クサイチゴハケ

フシ及び上記した虫こぶを形成するフシダニについても分類学的観点からキイチゴハ

モグリダニと同種であるかの検討が必要であると考えられる。 
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池田・渡邉（2019）に追加するテンリュウメダカチビカワゴミムシの文献

記録 

Additional reference to Ikeda & Watanabe (2019) about Asaphidion tenryuensis 

 筆者はテンリュウメダカチビカワゴミムシ Asaphidion tenryuensis Habu, 1978 の文

献記録と亜種の屋久島での記録を報告したが（池田・渡邉，2019）、その後、森田誠司

氏からメールを頂き、追加の文献記録を確認したので、ここに記しておく。 

 池田・渡邉（2019）では「本州から九州に産する」と記したが、文献が古く、北海

道からの記録が確認されていた。完全な書誌を確認できなかったが、月刊むし 2001

年 2 月 No.360 で「北海道におけるテンリュウメダカチビカワゴミムシの棲息環境」の

表題で示されていると思われる。また、北海道（2019）にも分布種及びレッドリスト

種として掲載されている。 

 また、徳之島の記録は、平野（2008)で森田（私信）とあったため、平野（2008)か

ら引用したが、Morita(1994)で正式に報告があった。メールを頂いた森田氏には厚く

お礼申し上げる。 
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